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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
  「ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。権威が彼の肩にある。その名は、『驚くべ

き指導者、力ある神、永遠の父、平和の君』と唱えられる。」
（イザヤ書９章５節）
昔ある人から、旧約聖書にはどうしてこんなに戦争の話が多いのかと聞かれたことがありました。その人は戦争の話を読むたびに心を痛め、神様はなぜこんなことを許しておられるのかと暗澹たる気持ちになっていたのです。
　私たちがこの問題を考えてみる時、まず戦争が人間の罪の結果であることを確認しておかなくてはなりません。禁断の木の実を食べ、続いて殺人を引き起こした人間の中に戦争が起こりました。人間の罪のいちばん恐ろしい現われが戦争と言って過言ではないでしょう。
　神は、旧約聖書において、明らかにイスラエルの戦いに参画しておられます。神はイスラエルの民に、兵や馬の数などに頼るのではなく、神の力によって戦争に勝ち抜くことを教えられました。しかし、それはあくまでも限られた期間においてです。神はイザヤを通し、戦争とそれがもたらす恐怖の中で「平和の君」の到来を予告されましたが、そのことが起こった時、戦士であられた神がなんと十字架刑に処せられる神となっていました。これは全く驚くべきことで、古い王国が暴力の発動によって打ち立てられたのに対し、今度の、新しい神の国は、暴力を受けることによって基礎づけられたのです。
　キリストの死はしかし、これを通して神が世界征服をなしとげる道となりました。次のような情景を思い描いて下さい。旧約時代に幾多の戦争が行われ、死者の数が積み重ねられました。その中にはイスラエルの民だけでなく、彼らによって滅ぼされた異民族の人々も多数入っています。そのしかばねの山の上に十字架が立っています。戦争によって無残にも人生を断ち切られた人々の思いは今やキリストと結ばれ、キリストは戦争そのものを滅ぼすことによって世界に平和を打ち立てられたのです。
　もちろん21世紀の今も戦争は続いています。キリスト教徒の中にも、まだ旧約聖書の戦争観にしがみついて戦争を肯定する人もいます。ただ、そうしたことがあるにもかかわらず、キリストが世界に本当の平和を実現させたことを信じて良いのです。どうかイザヤを通して預言された平和の君が、日本に住む私たちにとっても平和の君でありますようにと願います。
　 　
（祈り）主なる神様。私たちがキリストのいのちの恵みに満たされ、それぞれその置かれた場所で社会と隣人に対する責任を誠実に果たしつつ、クリスマスに至る毎日を感謝と喜びの中で歩ませてください。アーメン。
井上　豊(広島長束教会牧師、大会靖国神社問題特別委員会委員)
日本キリスト教会と靖国問題（２）

田上中（栃木教会）

1945年、私は北朝鮮の山村の避難先で敗戦を迎えた。その朝、山の上にある神社が炎上する煙が見えた。驚いて住民に聞くと、「日本が降服したので朝鮮は解放されたから、神社を燃やしている」と知らされた。それまでの15年間、天皇制国家・軍国主義漬けで育ってきた私の価値観が一気に崩れた。日本に引き揚げるまでの抑留の1年半に、私は骨の髄まで国家と教育に欺されていたことを思い知って、帰国後キリスト者となった。
さて、戦中戦後を生きた教会とキリスト者は、これまでどう過ごしてきたのかを思う。戦後、窮乏の中で糊口を凌ぎながら過去を反省し、その結論を残してきたのだろうか。
世界の中で宝とされている日本国憲法は、私が日々諳じている「前文」を持っている。
そのような先人の遺産が、教会の中にあるのだろうか。戦中の日本は国家総動員法と治安維持法によって、自由な言論は封じられ、国民は戦争遂行の中で、奴隷状況であった。そのような異常な社会にあって、教会と信徒がどのように生きるべきであったのか。キリストを頭と仰ぐ教会と民は、国家に対して社会に対し、何を発言し何をしたのか。
あの当時の教会も信徒も、政府に対しては欺された振りをして、教会を存続させようとし、信徒も欺された振りをして礼拝を捧げていたのではないか。しかし結果として、教会も信徒も、主イエス・キリストを信じている振りをしていたことになるのではないかと思う。そこに真実の信仰があったとは思えない。ゴルゴダへ、イエス様が十字架を負って歩む時に、弟子たちが四散したように、信仰が霧散していたのではないか。
いま、この国はかつて来た道を戻ろうとしている。この時、これを黙認したままで主に従う道を始めないならば、かつての背信の道を再び歩むことになるのではないか。
私は8月15日の日が巡り来るごとに、靖国神社の英霊顕彰行事に抗議して先頭に立っておられたキリスト者遺族の会会長小川武満牧師の生き様と、ルカによる福音書19章40節の「石が叫ぶ」という１節が思い浮かぶ。いま私たちが、教会が黙っていたら「石が叫び出す」のではないか。私たちはキリストの主権に従う者として、いま何をなすべきかを見出し、叫びを上げたいと願う。
ヤスクニ問題 Q and A　　　　　自民党改憲案と天皇問題

武田　兵次郎（横浜長老教会）問１　私たちにとって「天皇問題」とは何か。
答　　それは何よりも、私たちの前に立ち塞がる偶像崇拝の最たるもの、私たちが戦うべき罪との戦いです。これは戦前、戦中を通して侵略戦争の主柱となってきた「国家神道体制」の核心であり「靖国神社問題」の核心でもあります。それは今も教会を含む、多くの日本人の根深い所で巣くい蝕んでいる現実です。

問２　情勢はどうなっているのか。

答　　今、わが国は天皇中心の国家主義を標榜して暴走を続ける安倍政権下、私たちは大きな危機的状況に立たされています。自民党は国家主義に彩られた「憲法改正案」を作成、改正に向け、動きを活発化させています。

問３　では自民党改憲案では天皇問題はどう扱われているのでしょうか。

答　　前文の冒頭で「天皇を戴く国家である」と国の仕組みを規定し、「良き伝統と我々の国家を末永く子孫に継承するため、ここに、この憲法を制定する」と前文を結んでいます。ここには、天皇を頭上に戴く天皇中心の国家と伝統の継承を、憲法制定の根本目的とする意図が明確に打ち出されています。第１章の「天皇条項」では「元首化」が明記され、第102条の「憲法尊重擁護義務」の項では天皇・摂政を削除する。一方で「国民の憲法尊重義務」を加え、現行憲法第97条の「基本的人権規定」を削除しています。まさに改憲案は「天皇中心の国」を継承していくために、「主権在民」の現憲法を否定し180度転換させるもので、決して許さるべきものではありません。

問４　私たちはこの現状にどう立ち向かい、取り組んでいくべきでしょうか。

[image: image1.emf]答　　この問題の克服は容易なことではありません。この問題の所在がはるかに根深く根を広げているからです。しかし、この現状に危機感を強め、さまざまなかたちでの草の根運動が各地で組織され運動が推し進められ、それが全国的な広がりをもってきていることは一つの望みです。私たちは、この戦いが何より偶像崇拝との罪との戦いであることに思いを致し、地元での草の根運動に協力し行動を共にし、この反動勢力の攻勢に立ち向かっていきたいものと思います。

＜声＞

はだしのゲン　制限は短絡的
武田豊子（広島長束教会員）
今や世界各国語にも翻訳されている漫画「はだしのゲン」が松江市の小中学校図書館で閲覧制
限されているというニュースにびっくりした。市教委は暴力描写が過激と判断したという。
　92歳の私の母は広島原爆の爆心地から約1,2キロで被爆した。被爆２世の私は幼いころから、母が被爆体験を話すのを泣きながら聞いて育った。原爆やゲンに強い思いがある。
　戦争とは容赦のない現実、残酷で子どもも巻き込む…という作者の故中沢啓治さんの深く強いメッセージをくみとるべきではないか。広島で被爆したゲンは突き抜ける明るさで力強く生き抜いた。現代の子どもが戦争を学ぶ格好の教材だと思う。
　戦後68年。便利で平和な時代に育った子どもたちには、厳しすぎるし時代も違う、というのだろうか。私には正しい配慮だとは思えない。むしろ短絡的で安易な甘い判断だ。臭いものにふたではなく、戦争がいかに厳しいものか、そしてそれはもしかしたらまたやってくるかもしれないことを子どもたちに静かに教え、想像する力を養うことこそが真の教育ではないか。
　子どもには衝撃を与えるかもしれないが、きっと本当の平和教育につながる。戦争に対する敏感な心を養うと私は信じる。　（８月21日付朝日新聞の「声」の欄に掲載された文章です。本人の承諾を得て載せました。）
＜ヤスクニ・ニュース＞
「特定秘密保護法案が、26日、衆院本会議で採決」
「特定秘密保護法案」が衆院特別委員会で強行採決された日、九州中会ヤスクニ問題特別委員会は、衆議院議長に｢特定秘密保護法案｣の抗議電文と「反対声明文」を衆議院議長に送付した。その「反対声明文」を掲載。
衆議院議長　伊吹文明　殿
特定秘密保護法案に断固反対します。国家安全保障特別委員会の機密を漏らした公務員らへの罰則強化を盛り込んだ＜特定秘密保護法案＞は、何が秘密なのか、何が秘密でないかの基準が明確でなく、時の国家の権力者の恣意的な判断によって秘密にできる法案です。もしこの法案が成立するならば公務員だけの問題ではなく、「悪法もまた法なり」であり、国民全体の知る権利を侵します。
この＜特定秘密保護法案＞の基盤となっているのは、自民党の「憲法改正案」です。この改正案は、現行憲法の97条を削除し、憲法第11条の基本的人権が永久不可侵の「権利として、現在および将来の国民に与えられる」を「権利である」と代えて天賦人権説を否定することを通じて、あたかも国家が人権を保障しているかのような体裁をとっています。この場合、｢個人｣よりも｢共同体｣(国家)を優位に置いているため、「個人」の人権は「共同体」の利益のために容易に制限されるものとなります。これと機軸を同じくする＜特定秘密保護法案＞は、時の国家の権力者の恣意的意図的な判断によって、現行憲法97条の「基本的人権」をはく奪することになります。
そのため、すべての人権が、かつて1945年以前の「治安維持法」のように、国家のための「公益及び公の秩序〈自民党案12条〉」の維持によって制限されるようになります。今後、もし自衛権の発動によって戦争に参加するようになったとき、その参加に反対を表明するだけで、司直によって拘留されないまでも、多くの国民によって国賊扱いのとして心情的な社会的疎外を受ける危険があることは、かつての歴史が証明しています。われわれは、このたびの＜特定秘密保護法案＞が、現行憲法11条の基本的人権を侵すものとして、断固反対します。
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「明日の自由を守る若手弁護士の会」は、法案の成立を阻止できるという投稿文を発信したところ、その記事の転送が猛烈なスピードで広がり、転送数が1800件を超えて14万人以上の人が読んでいるという。多くの人が「諦めるのは早い！」と知って、転送行為の連鎖が起こっている。与党も、明らかに世論や海外からの批判に動揺している。…「投稿文の概略」…「法案は、同一の会期内に衆議院と参議院の両方を通過しないと成立しない。衆院を通過すると参院の審議が待っている。この国会（臨時国会）の会期は、12月6日まで。臨時国会は2回まで延長が可能。来年の１月の通常国会まで先延ばしすることはできないので、この通常国会の直前まで延長はできるが、省庁の事務の関係もあるので、１週間程度の延長（12月中旬まで）が限界。会期中に議決できなかった案件は廃案となるのが原則。政府は、法案の内容を国民に広く知られると可決しづらくなるので、世論が反対で盛り上がる前に早く可決してしまおうと考える。そのため我々は、あきらめないで会期を１日でも長引かせて会期末まで引っ張ることだ。問題点を広く知らせ、反対意見をあらゆる方法でアピールし続けて、会期内に参院を通させないことだ」。（提供 平和を実現するキリスト者ネット 11月27日）
